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第
一
環
境
を
含
む「
ケ
イ
・

イ
ー
・
エ
ス　

第
一
環
境
共

同
企
業
体
」
は
、
福
岡
県
の

飯
塚
市
企
業
局
か
ら
「
飯
塚

市
水
道
施
設
の
運
転
管
理
及

び
料
金
収
納
等
業
務
」
を
受

託
し
た
。
履
行
期
間
は
２
０

２
３
年
４
月
１
日
か
ら
33
年

３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間

で
、
水
道
料
金
徴
収
業
務
を

含
む
業
務
委
託
が
10
年
間
に

お
よ
ぶ
事
例
は
日
本
初
と
な

る
。

　

同
Ｊ
Ｖ
は
「
10
年
間
と
い

う
『
未
来
』
を
委
託
さ
れ
た

飯
塚
市
の
皆
様
の
ご
期
待
に

沿
え
る
よ
う
、
安
心
・
安
全

な
飯
塚
市
水
道
の
持
続
に
向

け
、
引
き
続
き
努
力
・
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

　

業
務
内
容
は
、
第
三
者
委

託
制
度
を
活
用
し
た
水
道
施

設
運
転
管
理
業
務
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
開
発
・
運
用
を
含
む

料
金
収
納
等
業
務
、
給
水
装

置
管
理
業
務
、
管
路
管
理
業

務
で
、
複
数
業
務
の
包
括
委

託
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
の

遠
隔
監
視
や
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
活
用
提
案
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

お
よ
び
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
な
ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ

る
業
務
の
自
動
化
な
ど
、
民

間
の
技
術
と
工
夫
を
結
集

し
、
飯
塚
市
水
道
の
経
営
効

託
は
、
３
～
５
年
間
の
契
約

に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
10

年
間
の
契
約
に
な
る
こ
と

で
、
水
道
に
関
わ
る
人
材
の

体
系
的
な
育
成
や
、
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
よ
り
安

定
し
た
業
務
実
施
体
制
の
構

築
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
高

品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的

に
提
供
で
き
る
。
管
路
管
理

や
給
水
装
置
管
理
業
務
の
技

術
者
に
つ
い
て
は
、
協
業
企

業
と
も
連
携
し
、
長
期
的
視

点
に
立
っ
て
、
地
域
在
住
の

人
材
を
育
成
す
る
。

　

同
Ｊ
Ｖ
は
、
２
０
１
８
年

度
か
ら
今
年
度
ま
で
を
履
行

期
間
と
す
る
料
金
徴
収
業
務

や
浄
水
場
運
転
管
理
業
務
を

受
託
し
て
お
り
、
来
年
度
か

ら
２
期
目
と
な
る
。

国
内
初
、料
金
徴
収
で
10
年
契
約

飯
塚
市
か
ら
包
括
委
託
を
受
託

第
一
環
境
と
ケ
イ
・

イ
ー
・
エ
ス
の
Ｊ
Ｖ

率
化
と
水
道
技
術
の
維
持
向

上
を
図
る
。

　

現
在
の
一
般
的
な
業
務
委

効
率
的
な
水
質
維
持
管
理
に
寄
与

Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
連
絡
会
で
パ
ネ
ル
展
示

栗
本
商
事

　

栗
本
商
事
の
「
省
ス
ペ
ー

ス
型
自
動
排
水
装
置
」
が
、

管
路
の
効
率
的
な
水
質
維
持

管
理
に
寄
与
す
る
製
品
と
し

が
る
ほ
か
、
排
水
管
理
に
か

か
る
職
員
の
業
務
負
担
も
軽

減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
効
率

的
か
つ
経
済
的
な
水
質
維
持

管
理
が
可
能
と
な
る
。

　

電
源
は
外
部
電
源
に
頼
ら

な
い
乾
電
池
方
式
を
採
用

し
、
９
Ｖ
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

１
個
で
約
１
年
間
の
使
用
が

可
能
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｐ
67
相

当
の
防
水
性
能
を
持
ち
、
量

水
器
ボ
ッ
ク
ス
も
し
く
は
φ

５
０
０
以
上
の
弁
室
に
収
納

で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
状

と
し
た
こ
と
で
、
設
置
場
所

の
制
約
が
少
な
く
、
設
置
も

容
易
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
逆
止
弁
付
止
水
栓
も
標

準
採
用
し
て
い
る
た
め
、
ク

ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
も
防
止

で
き
る
。

　

今
月
24
日
に
横
浜
市
で
行

わ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
連
絡
会

で
は
、
同
装
置
の
パ
ネ
ル
展

示
や
カ
タ
ロ
グ
配
布
を
行

う
。

て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

管
路
末
端
部
な
ど
の
滞
留

域
で
は
、
残
留
塩
素
濃
度
が

低
下
す
る
た
め
、
定
期
的
な

排
水
が
必
要
と
な
る
。
細
や

か
な
排
水
管
理
に
は
マ
ン
パ

ワ
ー
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

常
時
排
水
で
対
応
す
る
水
道

事
業
体
も
少
な
く
な
い
が
、

有
収
率
の
維
持
・
向
上
と
い

う
点
で
の
課
題
も
存
在
す

る
。

　

同
装
置
は
、
タ
イ
マ
ー
制

御
式
の
電
磁
弁
を
搭
載
し
て

お
り
、
１
日
２
回
、
１
回
あ

た
り
１
分
～
９
時
間
59
分
の

間
で
、
季
節
な
ど
の
条
件
に

応
じ
た
最
適
な
排
水
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
常
時
排
水
と
比

べ
て
捨
て
水
の
削
減
に
つ
な

　

堤
武
氏
（
つ
つ
み
・
た
け

し
＝
元
日
水
コ
ン
代
表
取
締

役
会
長
）
５
月
25
日
死
去
、

96
歳
。
葬
儀
は
近
親
者
の
み

で
執
り
行
わ
れ
た
。
お
別
れ

会
等
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

水
み
ら
い
広
島　

１
日
付

　

▽
取
締
役
副
社
長
（
元
広

島
県
企
業
局
技
術
部
長
）
原

君
治

水質７項目を自動連続測定
堀場ＡＴ、桐田機工、江田島市と共同実験

毎日検査費減やＤＸ推進へ

　

民
間
主
体
の
水
道
事
業
運

営
会
社
で
あ
る
水
み
ら
い
広

島
は
、
水
質
自
動
計
測
装
置

を
用
い
て
、
末
端
給
水
栓
で

水
質
関
連
７
項
目
の
自
動
連

続
測
定
を
行
う
実
証
実
験

を
、
５
月
か
ら
広
島
県
江
田

島
市
内
で
行
っ
て
い
る
。
実

験
は
環
境
計
測
メ
ー
カ
ー
の

堀
場
ア
ド
バ
ン
ス
ド
テ
ク

ノ
、
水
処
理
設
備
機
器
メ
ー

カ
ー
の
桐
田
機
工
と
の
共
同

実
施
で
、
来
年
３
月
末
ま
で

検
証
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

水
質
自
動
計
測
装
置
は
、

江
田
島
市
内
の
１
世
帯
の
末

端
給
水
栓
に
設
置
。
水
道
法

に
基
づ
く
毎
日
検
査
の
▽
色

▽
濁
り
▽
消
毒
の
残
留
効

果
（
残
留
塩
素
）
―
に
、
▽

水
圧
▽
pH
▽
電
気
伝
導
率
▽

水
温
―
を
加
え
た
７
項
目
の

測
定
デ
ー
タ
を
毎
秒
取
得
す

る
。
実
証
実
験
で
は
、
測
定

デ
ー
タ
の
検
証
や
通
信
手
段

の
最
適
化
、
ク
ラ
ウ
ド
と
の

デ
ー
タ
通
信
な
ど
を
行
い
、

今
後
の
実
装
に
向
け
た
課
題

抽
出
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

末
端
給
水
栓
の
毎
日
検
査

は
、
水
質
モ
ニ
タ
ー
（
自
動

水
質
監
視
装
置
）
に
よ
る
常

時
監
視
と
と
も
に
、
個
人
宅

な
ど
に
測
定
を
委
託
し
て
い

る
水
道
事
業
体
も
あ
る
。
た

だ
、
個
人
宅
の
測
定
は
検
査

結
果
に
ぶ
れ
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

今
回
の
実
験
に
よ
り
実
用

化
す
れ
ば
、
毎
日
検
査
に
か

か
る
コ
ス
ト
削
減
と
と
も

に
、
水
道
事
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進

へ
の
貢
献
な
ど
も
期
待
で
き

る
。
水
み
ら
い
広
島
の
関
係

者
は
「
確
実
な
毎
日
水
質
検

査
に
向
け
、
今
後
も
Ｄ
Ｘ
な

ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

水みらい広島

締
付
ト
ル
ク
80
％
以
上
低
減

Ｓ
Ｕ
Ｓ
配
管
用
拡
管
式
管
継
手
を
発
売

リ

ケ

ン

シ
ー
ケ
ー
金
属

量水器ボックスに収納した自動排水装置

座金式緩み止め機能を採用した
「ＴＬジョイント」

　

リ
ケ
ン
と
シ
ー
ケ
ー
金
属

は
、
ス
テ
ン
レ
ス
配
管
用
拡

管
式
管
継
手
「
Ｔ
Ｌ
ジ
ョ
イ

ン
ト
」
を
７
月
１
日
か
ら
販

売
開
始
す
る
。
リ
ケ
ン
と

シ
ー
ケ
ー
金
属
の
持
株
会
社

で
あ
る
Ｃ
Ｋ
サ
ン
エ
ツ
は
、

合
弁
会
社
リ
ケ
ン
Ｃ
Ｋ
Ｊ
Ｖ

を
設
立
し
、
技
術
開
発
や
生

産
を
共
同
で
行
っ
て
お
り
、

シ
ー
ケ
ー
金
属
と
リ
ケ
ン
が

個
別
に
独
自
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｌ
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
最
大

の
特
長
は
、
従
来
の
配
管
用

拡
管
式
管
継
手
と
比
べ
て
、

締
め
付
け
ト
ル
ク
が
最
大
で

80
％
以
上
低
減
し
て
い
る
点

だ
。
施
工
性
が
高
く
工
期
短

縮
に
貢
献
す
る
ほ
か
、
施
工

が
容
易
な
こ
と
で
高
所
作
業

な
ど
で
の
安
全
面
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
製
品
名
は
、

こ
の
特
長
か
ら
ト
ル
ク
の

Ｔ
、
レ
ス
の
Ｌ
の
頭
文
字
を

と
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
メ
カ

ニ
カ
ル
継
手
で
ニ
ー
ズ
が
高

い
「
緩
み
止
め
機
能
」
と
し

て
、
業
界
初
と
な
る
「
座
金

式
緩
み
止
め
機
能
」
を
採
用

し
た
こ
と
で
、
意
図
的
に

ナ
ッ
ト
を
外
さ
な
い
限
り
、

振
動
な
ど
に
よ
る
戻
り
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
座
金
を
採
用
。
施
工
完
了

時
に
凹
凸
の
あ
る
座
金
部
品

が
、
袋
ナ
ッ
ト
の
凹
凸
部
分

に
が
っ
ち
り
噛
み
込
む
こ
と

で
、
袋
ナ
ッ
ト
を
固
定
し
て

緩
み
を
防
止
す
る
仕
組
み

だ
。
ま
た
、
座
金
が
噛
み
込

む
と
い
う
視
覚
的
な
安
心
感

も
備
わ
っ
た
。さ
ら
に
、施
工

完
了
が
容
易
に
確
認
で
き
る

「
施
工
確
認
機
能
」も
標
準
装

備
し
て
い
る
。
継
手
本
体
ね

じ
部
の
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
袋
ナ
ッ

ト
を
締
め
付
け
る
こ
と
で
施

工
が
完
了
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
目
視
で
の
施

工
完
了
確
認
が
可
能
だ
。
オ

レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
に
は
、
蛍
光

塗
料
を
採
用
す
る
こ
と
で
暗

所
で
の
確
認
も
容
易
に
で
き

る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ケ
ン
は
、
業
界
で
早
く

か
ら
耐
久
性
や
リ
サ
イ
ク
ル

性
に
優
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
配

管
分
野
の
製
品
の
販
売
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
配
管
用

継
手
と
し
て
「
Ｍ
Ｒ
―
Ｊ

Ⅱ
」、「
Ｋ
Ｐ
Ｊ
―
Ｍ
型
」、「
コ

マ
・
サ
ス
フ
ィ
ッ
ト
」、「
サ

ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」、「
グ

リ
ッ
プ
Ｌ
Ａ
」、「
Ｚ
Ｄ
Ｓ
Ｕ

Ｓ
継
手
」、「
１
押
継
手
」
の

７
製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
サ
ス

ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
と
Ｔ
Ｌ

ジ
ョ
イ
ン
ト
の
組
み
合
わ
せ

で
は
、
φ
13
～
１
５
０
ま
で

の
幅
広
い
ス
テ
ン
レ
ス
配
管

接
続
が
可
能
と
な
る
。
来
年

度
に
は
年
間
48
万
個
（
７
億

２
０
０
０
万
円
）
の
販
売
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　

シ
ー
ケ
ー
金
属
は
、
ス
テ

ン
レ
ス
継
手
と
し
て
、
既
に

プ
レ
ス
式
の
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
プ
レ

ス
継
手
・
樹
脂
プ
レ
ス
継
手

や
シ
ー
ル
付
ね
じ
込
み
式

の
「
プ
レ
シ
ー
ル
Ｓ
Ｕ
Ｓ
継

手
」、
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
「
１

押
継
手
」
を
販
売
し
て
お

り
、
今
回
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

拡
充
し
た
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー

の
幅
広
い
要
望
に
応
え
て
い

く
考
え
だ
。
来
年
度
に
は
年

間
10
万
個
（
１
億
５
０
０
０

万
円
）
の
販
売
を
め
ざ
す
。

動画のワンシーン。消火栓の安全な
閉操作を呼びかけている

　清水工業のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルで

公開されている動画「消火栓の急な閉操作

によるウォーターハンマーの発生につい

て」の再生回数がこのほど、１万回を突破

した。2019年８月にアップした「水道配管

における空気弁の重要性」は現在６万回に

迫り、人気チャンネルの様相を呈している。

　今回の動画では、消火栓を急に閉めると

ウォーターハンマーが発生する実験を紹介

している。動画概要欄には「ウォーターハ

ンマーの振動や衝撃により、水道管で赤水

が発生し老朽化した水道管やバルブなどが

破損することがある」とし「慌てずゆっく

りとした操作を」と呼びかけている。

軽
量
鋼
管
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
10
が
受
注
拡
大

各
種
継
手
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
認
定
を
取
得

鋼
管
技
術

研

究

会

　

鋼
管
技
術
研
究
会
（
代
表

理
事
＝
佐
藤
秀
雄
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
鋼
管
企
画
部
長
）

の
手
掛
け
る
消
火
設
備
用
軽

量
鋼
管
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
10
」
の

各
種
継
手
が
、
日
本
消
防
設

備
安
全
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
）
登
録
認
定
を
取
得
。
標

準
的
な
接
続
方
法
と
し
て
の

ハ
ウ
ジ
ン
グ
継
手
等
の
認
定

取
得
に
よ
り
、
一
般
的
に
普

及
し
て
い
る
消
火
配
管
シ
ス

テ
ム
へ
の
対
応
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
受
注
拡
大
に

つ
な
が
り
、
関
東
圏
で
消
火

設
備
に
初
採
用
さ
れ
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
10
は
、
管
体
の

強
度
を
高
め
る
こ
と
で
管
厚

を
削
減
し
、
従
来
の
配
管
用

炭
素
鋼
管
（
Ｓ
Ｇ
Ｐ
）
に
比

べ
20
％
軽
量
化
し
た
鋼
管
。

２
０
２
０
年
度
に
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

の
登
録
認
定
を
取
得
し
、
消

火
設
備
用
と
し
て
受
注
を
開

始
し
て
い
る
。
接
続
に
用
い

る
継
手
等
に
つ
い
て
は
、
21

年
度
に
リ
ケ
ン
、
シ
ー
ケ
ー

金
属
に
続
い

て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
継

手
に
お
い
て

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の

登
録
認
定
を

取
得
し
た
。

ま
た
、
省
資

源
化
に
よ
っ

て
Ｓ
Ｇ
Ｐ
と

比
較
し
て
ラ

イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約
19
％
削

減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
川
崎

市
が
市
内
企
業
の
優
れ
た
環

境
技
術
を
認
定
す
る
「
低
Ｃ

Ｏ
２

川
崎
ブ
ラ
ン
ド
'21
」
の

認
定
を
取
得
し
て
い
る
。

　

今
後
、
鋼
管
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
を
通
じ
た
拡
販
や
需

要
家
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
。
給
排
水
分
野
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
最
適
な
接
合
方

法
の
研
究
や
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
を
行
い
、
給
排

水
管
へ
の
適
用
も
目
指
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　

同
協
会
で
は
昨
年
度
、
管

工
機
材
・
設
備
総
合
展
を
は

じ
め
各
種
建
材
系
展
示
会
で

の
軽
量
鋼
管
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。
ま
た
、
空
調
用
配
管
と

し
て
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
20
」
の
規

格
制
定
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
８
月
18
日

に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
本
社
で

鋼
管
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
ほ
か
、
展
示
会
で
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

　

佐
藤
代
表
は
10
日
に
開
か

れ
た
記
者
会
見
で
、「
施
工

性
が
良
く
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に

も
寄
与
す
る
軽
量
鋼
管
は
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
環
境
に
合

致
し
た
商
品
。
普
及
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ＦＥＳＣ認証を取得した軽量
鋼管対応継手

佐藤代表理事

再開発でリューコート鋼管採用
流浸工業

受注口径最大の５００Ａも
　

流
浸
工
業
は
さ
き
ご
ろ
、

塩
ビ
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
鋼

管
「
リ
ュ
ー
コ
ー
ト
鋼
管
」

が
北
海
道
内
の
大
型
再
開
発

事
業
で
採
用
さ
れ
た
と
発
表

し
た
。
48
階
建
て
の
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
に
使
用
さ
れ
、

口
径
２
５
０
Ａ
、
２
０
０
Ａ

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
２
０

０
本
程
度
納
入
済
み
だ
と
い

う
。

　

リ
ュ
ー
コ
ー
ト
鋼
管
は
Ｓ

Ｇ
Ｐ
管
に
塩
ビ
樹
脂
を
内
外

面
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の

で
、
耐
酸
性
が
高
く
排
水
系

統
で
の
耐
腐
食
鋼
管
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
案
件
で
は
、
下
層

階
に
お
い
て
排
水
系
統
の
口

径
が
２
５
０
Ａ
と
な
り
、
そ

の
口
径
で
防

触
鋼
管
と
し

て
使
用
で
き

る

管

種

が

コ
ー
テ
ィ
ン

グ
鋼
管
や
ノ

ン
タ
ー
ル
エ

ポ
キ
シ
塗
装

鋼
管
に
限
ら

れ
る
た
め
コ

ス
ト
・
納
期

の
面
で
リ
ュ

―
コ
ー
ト
鋼

リューコート鋼管の使用例

管
が
選
定
さ
れ
た
。
排
水
系

統
で
は
Ｙ
管
や
Ｔ
Ｙ
管
、

ヘ
ッ
ダ
管
な
ど
の
形
状
も
多

く
あ
り
、
鋼
管
の
溶
接
製
管

後
に
防
触
加
工
を
行
う
と
い

う
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
管
な
ら
で

は
の
、
製
作
自
由
度
の
高
さ

も
選
定
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
厚
さ
１
・
６
㍉
の

鋼
板
を
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
巻

き
、
ス
パ
イ
ラ
ル
部
を
溶
接

し
た
原
管
を
用
い
リ
ュ
ー

コ
ー
ト
鋼
管
と
同
様
な
塩
ビ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た

「
リ
ュ
ー
コ
ー
ト
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
」
の
都
内
で
の
採
用
も
進

ん
で
い
る
。
東
京
駅
近
郊
の

再
開
発
ビ
ル
向
け
に
口
径
４

０
０
Ａ
を
約
１
０
０
本
、
港

区
内
再
開
発
ビ
ル
向
け
で
は

口
径
３
０
０
Ａ
を
約
１
０
０

本
納
入
す
る
予
定
で
、
渋
谷

駅
周
辺
の
再
開
発
オ
フ
ィ
ス

店
舗
複
合
ビ
ル
向
け
で
は
口

径
３
５
０
Ａ
の
受
注
を
継
続

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
で
の
大
型

物
件
と
し
て
過
去
受
注
口
径

最
大
の
５
０
０
Ａ
の
受
注
が

確
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

栗
本
鐵
工
所
は
１
日
、
２

０
２
２
年
３
月
期
決
算
説
明

会
を
開
催
し
た
。
連
結
ベ
ー

ス
の
売
上
高
は
、
対
前
年
度

比
１
０
６
億
４
２
０
０
万
円

減
の
１
０
５
９
億
５
４
０
０

万
円
、
営
業
利
益
は
５
億
１

０
０
万
円
減
の
41
億
７
２
０

０
万
円
、
当
期
純
利
益
は
２

億
５
６
０
０
万
円
減
の
29
億

１
７
０
０
万
円
と
減
収
減
益

と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
パ
イ
プ
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
バ
ル
ブ
シ
ス
テ

ム
事
業
部
が
属
す
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
セ
グ
メ
ン
ト
の
売
上

高
は
５
７
４
億
７
８
０
０
万

円
（
対
前
年
度
比
12
億
９
２

０
０
万
円
増
）、
営
業
利
益

は
30
億
１
６
０
０
万
円
（
同

７
１
０
０
万
円
減
）
の
増
収

減
益
と
な
っ
た
。
増
収
の
主

な
要
因
は
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム

部
門
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
な

ど
の
出
荷
量
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
バ
ル
ブ
シ
ス
テ

ム
部
門
で
は
子
会
社
の
民
需

向
け
の
出
荷
が
増
加
し
た
こ

と
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、

販
売
価
格
の
改
善
や
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
取
り
組
ん
だ
が
、

原
材
料
の
高
騰
が
影
響
し
減

益
と
な
っ
た
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
セ
グ
メ
ン

ト
は
売
上
高
２
２
０
億
９
５

０
０
万
円
（
同
90
億
８
９
０

０
万
円
減
）、
営
業
利
益
４

億
３
７
０
０
万
円
（
同
１
億

７
３
０
０
万
円
減
）
の
減
収

減
益
、
産
業
建
設
資
材
セ
グ

メ
ン
ト
は
売
上
高
２
６
３
億

８
１
０
０
万
円
（
同
28
億
４

４
０
０
万
円
減
）、
営
業
利

益
10
億
４
０
０
０
万
円
（
同

３
３
０
０
万
円
減
）
と
、
と

も
に
減
収
減
益
だ
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
３
月
期
の
業

績
予
想
は
、
連
結
ベ
ー
ス
で

売
上
高
94
億
６
０
０
万
円
増

の
１
１
５
０
億
円
、
営
業
利

益
３
億
２
８
０
０
万
円
増
の

45
億
円
、
当
期
純
利
益
は
２

億
８
３
０
０
万
円
増
の
32
億

円
と
増
収
増
益
を
見
込
む
。

特
に
民
需
部
門
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
な

投
資
の
手
控
え
か
ら
機
械
部

門
を
中
心
に
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
織
り
込
ん
だ
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
セ
グ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
17

億
７
８
０
０
万
円
減
の
５
５

７
億
円
、
営
業
利
益
２
億
１

６
０
０
万
円
減
の
28
億
円
で

減
収
減
益
。
北
海
道
で
の
震

災
復
興
事
業
が
終
了
す
る
ほ

か
、
原
材
料
費
の
高
騰
が
続

く
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
要
因

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

持
株
会
社
移
行
し

新
経
営
体
制
に

森
松
グ
ル
ー
プ

　

森
松
グ
ル
ー
プ
は
１
日
、

持
株
会
社
体
制
へ
の
移
行
を

完
了
し
、
新
経
営
体
制
を
発

足
し
た
。
森
松
工
業
を
は
じ

め
と
す
る
３
社
を
傘
下
に
置

く
森
松
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
代
表
取
締
役
社
長
（
兼
・

森
松
工
業
取
締
役
会
長
）
に

松
久
晃
基
・
前
森
松
工
業
社

長
、
森
松
工
業
の
代
表
取
締

役
社
長
（
兼
森
松
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
専
務
取
締
役
）

に
は
松
久
浩
幸
・
前
専
務
取

締
役
が
就
任
し
た
。

　

松
久
晃
基
・
森
松
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
、
松
久
浩

幸
・
森
松
工
業
社
長
の
経
歴

は
次
の
通
り
。

　

松
久
晃
基
氏
（
ま
つ
ひ
さ
・

て
る
も
と
）
１
９
８
６
年
３

月
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
電

気
工
学
科
卒
。
同
年
３
月
森

松
工
業
に
入
社
し
、
92
年
１

月
取
締
役
、
94
年
８
月
森
松

総
合
研
究
所
お
よ
び
Ｍ
Ｉ
Ｗ

代
表
取
締
役
、
97
年
11
月
ア

ム
ト
代
表
取
締
役
、
２
０
０

４
年
11
月
森
松
工
業
代
表
取

締
役
副
社
長
、
13
年
11
月
代

表
取
締
役
社
長
を
歴
任
。
１

９
６
４
年
２
月
８
日
生
ま
れ

の
58
歳
。

　

松
久
浩
幸
氏
（
ま
つ
ひ
さ
・

ひ
ろ
ゆ
き
）
１
９
８
９
年
３

月
明
治
大
学
商
学
部
商
学
科

卒
。
93
年
３
月
日
京
産
業
に

入
社
し
、
97
年
７
月
退
社
。

同
月
森
松
工
業
に
入
社
し
、

翌
年
３
月
取
締
役
事
業
本
部

長
、
２
０
０
６
年
４
月
常
務

取
締
役
、
15
年
３
月
専
務
取

締
役
、
21
年
12
月
代
表
取
締

役
を
歴
任
。
１
９
６
７
年
２

月
16
日
生
ま
れ
の
55
歳
。

松久浩幸社長 松久晃基社長

優
良
建
設
工
事
で
表
彰
状

米
子
市
・
車
尾
水
源
地
調
整
池
を
改
築

森
松
工
業

表彰を受けた水野部長㊧と
赤尾現場代理人

容量3300㎥のＳＵＳ製新配
水池

　

森
松
工
業
は
こ
の
ほ
ど
、

米
子
市
水
道
局
庁
舎
内
で
開

か
れ
た
同
局
優
良
建
設
工
事

表
彰
式
で
賞
状
を
授
与
さ
れ

た
。
対
象
工
事
は
、
車
尾
水

源
地
調
整
池
更
新
事
業
調
整

池
建
設
工
事
。
老
朽
化
し
た

既
設
第
１
調
整
池（
Ｐ
Ｃ
造
・

容
量
５
０
０
０
立
方
㍍
）
を

解
体
し
、
容
量
３
３
０
０
立

方
㍍
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
製
で
改
築
す

る
も
の
で
、
同
社
の
施
工
管

理
や
品
質
管
理
体
制
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
朝
妻
博
樹
・

米
子
市
水
道
事
業
管
理
者
か

ら
水
野
貴
博
・
工
事
部
長
と

赤
尾
剛
・
現
場
代
理
人
・
監

理
技
術
者
に
賞
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

な
お
、
同
社
は
車
尾
水
源

地
調
整
池
の
更
新
工
事
に
先

立
ち
、
米
子
市
の
中
央
お
よ

び
南
部
配
水
区
で
自
然
流
下

方
式
に
よ
る
配
水
を
可
能
と

し
た
中
央
配
水
池
（
容
量
１

万
６
０
０
０
立
方
㍍
）
や
南

部
配
水
池
（
同
１
８
０
０
立

方
㍍
）
も
建
設
し
て
い
る
。

車
尾
水
源
地
調
整
池
か
ら
両

配
水
池
と
観
音
寺
配
水
池
に

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
送
水
す
る

形
で
運
用
さ
れ
る
。

　

ト
ー
ケ
ミ
の
中
空
糸
膜

「
Ｓ
Ｍ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
の
Ｓ

Ｍ
Ｆ
ネ
イ
キ
ッ
ド
が
こ
の
ほ

ど
、
膜
分
離
技
術
振
興
協

会
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
）
の
水
道
用

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
認
定
を
受
け

た
。

　

浄
水
用
の
浸
漬
膜
の
ほ

か
、
膜
分
離
活
性
汚
泥
法
に

よ
る
排
水
処
理
に
も
使
用
で

き
る
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
製
の
中
空
糸

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
１
モ

再生回数１万回を突破再生回数１万回を突破

清水工業

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルが人気ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルが人気

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
増
収
減
益
に

出
荷
増
も
原
材
料
高
騰
が
影
響

栗
本
鐵
工
所

21
年
度
決
算

ＡＭＳＴの膜認定を取得
トーケミ

浸漬膜「ＳＭＦネイキッド」

高
フ
ラ
ッ
ク
ス
と
優
れ
た
洗
浄
能
力
を
実
現
し
た

Ｓ
Ｍ
Ｆ
ネ
イ
キ
ッ
ド

ジ
ュ
ー
ル
あ
た
り
の
膜
面
積

は
20
平
方
㍍
と
大
き
く
、
設

備
全
体
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
で

き
る
な
ど
の
特
長
を
持
つ
。

　

同
社
は
「
認
定
を
受
け
た

Ｓ
Ｍ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
は
特
殊
製

膜
に
よ
る
高
フ
ラ
ッ
ク
ス

と
、
水
と
空
気
の
併
用
で
優

れ
た
洗
浄
能
力
を
実
現
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｆ
カ
セ
ッ
ト
タ

イ
プ
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ベ
ッ
セ
ル
タ

イ
プ
に
続
い
て
こ
の
た
び
認

定
を
取
得
で
き
た
こ
と
で
、

よ
り
一
層
安
心
し
て
使
用
頂

け
る
と
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

　

日
邦
バ
ル
ブ
は
、
７
月
か

ら
給
水
装
置
材
料
全
般
を
値

上
げ
す
る
。
価
格
改
定
率
は

15
％
以
上
と
な
る
。

　

価
格
改
定
は
、
主
要
材
料

の
銅
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

原
材
料
価
格
、
部
品
・
副
資

材
や
運
送
コ
ス
ト
が
高
騰

し
、
製
造
コ
ス
ト
を
押
し
上

げ
て
い
る
こ
と
が
主
な
要

因
。
同
社
で
は
、
徹
底
し
た

コ
ス
ト
削
減
・
経
費
削
減
な

ど
の
努
力
を
重
ね
て
、
製
品

原
価
の
上
昇
を
抑
え
て
き
た

が
、
企
業
努
力
だ
け
で
吸
収

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
価
格
改
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

給
水
装
置
材
料

全
般
を
値
上
げ

日
邦
バ
ル
ブ

　

日
水
コ
ン
水
イ
ン
フ
ラ
財

団
は
、
２
０
２
２
年
度
助
成

金
・
支
援
金
交
付
先
団
体
と

し
て
６
団
体
を
決
定
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
水
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
研
究
、
人

材
の
育
成
、
水
文
化
の
継
承

及
び
新
し
い
技
術
、
運
用
シ

ス
テ
ム
、
事
業
開
発
に
係
る

諸
活
動
に
対
す
る
助
成
・
支

援
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

交
付
先
の
活
動
（
団
体

名
）
は
次
の
通
り
。

　

▽
地
域
資
源
と
し
て
の

「
里
帰
り
桜
」
を
活
か
し
た

か
わ
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
―
日
米
里
帰
り
桜
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
―
（
あ
ら
か
わ

学
会
）
▽
玉
川
上
水
通
水
に

よ
る
東
京
水
循
環
の
再
構

築
に
関
す
る
水
文
学
的
評

価
（
中
央
大
学
研
究
開
発
機

構
）
▽
水
循
環
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
の
た
め
の
教
材
作
成　

―
生
活
者
が
水
守
に
な
る
た

め
に
―
（
日
本
下
水
文
化
研

究
会
）
▽
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
×
水
道
」
で
仲
間

を
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

い
わ
て
）
▽
う
な
ぎ
の
生
態

系
と
食
文
化
の
両
方
の
持
続

的
基
盤
を
育
て
る
（
う
な
ぎ

持
続
可
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ

Ｅ
Ｆ
Ｉ
）
▽
水
と
つ
な
ぐ
授

業
、
水
が
つ
な
ぐ
地
域
（
目

黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学

校
）

　

前
澤
工
業
は
３
日
、
所
有

す
る
埼
玉
製
造
所
、
本
社
、

社
員
寮
で
使
用
す
る
電
力
の

１
０
０
％
に
つ
い
て
、
東
京

電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

が
提
供
す
る
「
グ
リ
ー
ン

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
」
を
導

入
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

同
プ
ラ
ン
の
導
入
に
よ
り
当

該
施
設
で
の
電
気
使
用
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が
実
質

ゼ
ロ
と
な
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ

ラ
ン
は
、
実
質
的
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
ゼ
ロ
と
な
る
太
陽

光
・
風
力
・
水
力
そ
の
他
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
を
供
給
す
る
プ
ラ

ン
。

　

２
０
２
０
年
度
の
電
力
使

用
量
は
、
埼
玉
製
造
所
が
５

８
２
万
７
０
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
、

本
社
は
73
万
６
０
０
０
ｋ
Ｗ

ｈ
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
埼

玉
製
造
所
が
２
８
８
４
ｔ
―

Ｃ
Ｏ
２

、
本
社
が
３
６
４
ｔ

―
Ｃ
Ｏ
２

だ
っ
た
。

埼
玉
製
造
所
な
ど
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に

グ
リ
ー
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
導
入

前
澤
工
業

地
域
の
水
イ
ン
フ
ラ
支
え
る
研
究
に

助
成
金
・
支
援
金
の
交
付
決
ま
る

日

水

コ

ン

水

イ
ン
フ
ラ
財
団

２０２２年（令和４年）６月２０日（月曜日）


